
1学期を振り返って 

校長 平田 富美代 

 本日、71 日間の１学期が終了しました。熱中症対策や感染症対策をしながらの 1 学期で
したが、様々な取組を通して子供たちのきらり輝く姿を見ることができました。登下校や

プールの見守り、運動会や環境活動への支援、サツマイモの苗植えから水やりなど様々な
取組に保護者の皆様、地域の皆様からご支援ご協力をいただきましたことに心より感謝申
し上げます。 
私は終業式に 1 学期キーワードにしていた「自信と元気」について、子供たちが成長し

たと感じることを２つ話しました。 
まず成長したと感じたのは、子供たちが落ち着いて生活できたことです。1 学期は始業

式から５月、６月、７月と全校朝会を行いましたが、どの月も集まると自然と静かになり
ました。私が話し始めると、しっかり私の方を向いてうなずきながら聞いている子もいま
した。教室の学習でも、運動会が終わってから授業中の落ち着きが増し、どの学年も硬筆 
           競書会を目指して集中して作品を仕上げることができました。                 

            また、自分の考えをタブレットに写して共有したり、友達の考えを 

           聞いて納得したりして学び合う姿が見られました。私は、運動会 
                         で協力し合うことで学級がまとまってきたことも落ち着いて生活 
                    することに繫がっていると思います。学校行事へのがんばりや             
          授業での学び合いによって、自分の力やよさが出せるようになり、 
          自分に自信をもつ子が増えているように感じます。 
次に成長したと感じたのは、いろんな運動に挑戦できたことです。１学期は、すこやか

タイム、運動会、新体力テスト、プールを通して、一人一人が自分のめあてを達成させよ
うと全力で挑戦する姿が見られました。子供たちは一つ一つの取組に対して、やる気・本
気・根気を出して、自分の記録を伸ばし、元気になっていました。新体力テストでは、男
女合わせて昨年度の県平均値を超える学年がボール投げで２つ、50ｍ走で４つ増えまし
た。体育の授業では、「分かる・関わる・たくさん動ける」楽しさを「できる・伸びる」

楽しさに深めていく授業の展開を目指しています。7 月 11 日には、５年生がティーボール
の研究授業を行いました。試合でみんながたくさん打つことが 
できるように取り組んだティーバッティングタイムでは、打ち方 
のコツを分かっている男の子が女の子に教え、上手に打てるよう 
になっていました。ホームランを狙っている男の子も打つこと 
を楽しみ、どの子も生き生きと取り組んでいました。めあてを 
もって運動することは「できる・伸びる」楽しさに繫がり、 
子供たちを元気にしていくように感じます。 
 さて、本日、担任から子供たちに通知表を手渡しました。学習と生活の所見については、
昨年度に引き続き、個人面談にて伝えさせていただきましたので記載しておりません。学
習と生活の評価とともに、お子様のがんばりをほめていただきたいと思います。また、こ

れから何をがんばるとよいか夏休みや２学期の目標をお子様と話し合っていただけたら
幸いです。八木郷小の子供たちが、事故なく明るく元気に夏休みを過ごし、一段とたくま
しくなって８月２７日の始業式を迎えることができますよう、保護者や地域の皆様の一層
のご支援と見守りをお願い申し上げます。 
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 ～         夏休み     家族で確認や約束等をしてみてはいかがでしょうか ～ 

◆ 小学生段階におけるスマートフォン等の所有者の急増・低年齢化が進んでいます。三郷市では、  

  市内１９校の代表者によるルール作成会議を行い、『小学生版・５つのケータイルール』が制定 

  されております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                 ★ 埼玉県警察本部生活安全部少年課より情報提供がありました。 
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